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◆近代遺産を巡る②

沖縄歴史の散歩道
琉球史研究家の上里隆史氏が沖縄の歴史文化の魅力を本誌上で連載しています。

上里 隆史
（うえざと・たかし）

　琉球史研究家。内閣府
地域活性化伝道師。法政
大学沖縄文化研究所研
究員。早稲田大学大学院
修士課程修了。著書に
『琉球という国があった』（福音館書店、2020
年）、『海の王国・琉球』（ボーダーインク、2018
年）、『マンガ沖縄・琉球の歴史』（河出書房新社、
2016年）、『尚氏と首里城』（吉川弘文館、2015年）
など。N H Kドラマ「テンペスト」時代考証や、
NHK「ブラタモリ」案内人などメディアでも活躍。

　
戦
前
の
沖
縄
で
は
、と
く
に
県
都
の
那
覇

を
中
心
に
近
代
化
が
進
み
、モ
ダ
ン
な
コ
ン

ク
リ
ー
ト
建
築
が
造
ら
れ
始
め
ま
す
。

1
9
1
9
年
（
大
正
8
）
竣
工
の
那
覇
市
役

所
（
当
時
は
区
役
所
）
は
県
内
初
の
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
建
築
で
し
た
。高
さ
23
ｍ
の
サ

イ
レ
ン
塔
は
当
時
の
那
覇
市
内
で
最
も
高

い
建
物
で
、近
代
那
覇
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。建
築
様
式
は
当
時
ア

メ
リ
カ
西
海
岸
で
流
行
し
て
い
た
ス
パ

ニ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル
を
ア

レ
ン
ジ
し
た
ト
ロ
ピ
カ
ル
・
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
様
式
で
、ス
ペ
イ
ン
瓦
を
赤
瓦

に
す
る
な
ど
沖
縄
の
風
土
に
合
わ
せ
た
も

の
で
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
こ
の
名
建
築
は
1
9
4
4

年
（
昭
和
19
）
の
那
覇
十
・
十
空
襲
で
破
壊

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
現
在
、
那
覇
市

歴
史
博
物
館
に
お
い
て
那
覇
市
役
所
を
中

心
と
し
た
戦
前
那
覇
の
街
並
み
が
ジ
オ
ラ

マ
で
詳
細
に
再
現
さ
れ
て
い
て
、往
時
の
姿

を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
現
存
す
る
最
古
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築

と
し
て
は
1
9
2
5
年
（
大
正
14
）
の
大
宜

味
村
役
場
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。そ
の
姿
は
十

字
型
の
建
物
の
中
央
部
分
に
八
角
形
の
2

階
の
村
長
室
を
配
置
す
る
特
徴
的
な
造
り

で
、海
の
近
い
立
地
な
が
ら
百
年
近
い
年
月

で
も
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
に
残
っ
て
い
ま
す
。そ

の
ほ
か
県
内
で
現
存
す
る
建
物
と
い
え
ば

金
武
町
に
あ
る
1
9
3
5
年
（
昭
和
10
）
竣

工
の
當
山
紀
念
館
で
現
在
、登
録
有
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。移
民
の
父
・
當

山
久
三
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
こ
の
建

物
は
、全
体
的
に
シ
ン
プ
ル
な
造
り
な
が
ら

玄
関
ポ
ー
チ
の
ア
ー
チ
の
意
匠
が
特
徴
的

な
建
築
で
す
。

日本勧業銀行（左）と鹿児島興業銀行那覇支店（右）　沖縄県公文書館所蔵

戦前の那覇市役所　那覇市歴史博物館 提供

1

大宜味村役場 旧庁舎　大宜味村 提供

　
表
紙
写
真
は
、
宮
古
島
の
さ
と
う
き

び
畑
の
様
子
（
令
和
５
年
７
月
撮
影
）

で
す
。
現
地
調
査
に
向
か
う
途
中
の
農

道
を
走
っ
て
い
る
と
き
に
、
さ
と
う
き

び
に
水
を
ま
い
て
い
る
の
を
見
つ
け
ま

し
た
。
写
真
タ
イ
ト
ル
の
「
水
浴
び
」

は
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
に
近
づ
い
た
と

き
に
一
緒
に
び
し
ょ
濡
れ
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
私
と
さ
と
う
き
び
の
水

浴
び
と
い
う
意
味
で
つ
け
ま
し
た
。
宮

古
の
農
業
に
欠
か
せ
な
い
「
美
ぎ
水
」

を
供
給
す
る
地
下
ダ
ム
を
私
た
ち
の
事

業
が
作
っ
て
い
る
と
実
感
し
、
よ
り
一

層
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

「
水
浴
び
」（
宮
古
島
）

表
紙
写
真

本誌のタイトルについて 群星 (むりぶし )とは、沖縄の方言で「昴星 (すばるぼし )」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれます。

412号 March-April

沖縄歴史の散歩道 Vol.11

令和６年度 沖縄振興予算案
～「強い沖縄経済」の実現、県民の暮らしの向上を目指し、約2,678億円を計上～

公正取引課の広報・広聴活動！　～法令違反を未然に防止するために～

地震に備えて

身近な国有財産　～旧法定外公共物（旧里道・旧水路）について～

「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」の選定地区をご紹介します

おきなわ花と食のフェスティバル2024が開催されました！

農林高等学校等で「みどりの食料システム戦略」に関する
出前授業及びパネル展を開催しました

ご存じですか？空港の靴底消毒マット

令和5年度 域内循環強化促進事業 
果報庭（かふうなぁ）～果報をもたらす出会いの場（庭）～ 開催報告！

沖縄の生産者頑張っています！！「食のいちゃりば展示商談会」初開催

沖縄ブロックから２組が受賞「地方創生☆政策アイデアコンテスト2023」

経済安全保障について考えよう　～ in 琉球大学～

船員の特定最低賃金が改正されます
～沖縄管内の船員は月額で6000円から7400円の引き上げ～

将来の船員として活躍を期待！　～中高生を対象に就業体験・体験学習を実施～

自見大臣の沖縄訪問

節水にご協力ください　～日ごろからできる節水の例と節水効果のご紹介～

令和６年４月から相続登記の申請が義務化されます

連 載 企 画
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農
林
水
産
部

宮
古
伊
良
部
農
業
水
利
事
業
所
　職
員

1

か  

　 

み
ず

　
沖
縄
戦
を
く
ぐ
り
抜
け
、戦
後
し
ば
ら
く

残
存
し
て
い
た
近
代
建
築
は
い
く
つ
も
あ

り
ま
し
た
。例
え
ば
那
覇
市
東
町
に
あ
っ
た

鹿
児
島
興
業
銀
行
那
覇
支
店
は
隣
の
日
本

勧
業
銀
行
の
建
物
と
と
も
に
戦
後
、

1
9
6
6
年
ま
で
琉
球
銀
行
本
店
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、現
在
は
取
り
壊

さ
れ
て
い
ま
す
。那
覇
尋
常
小
学
校
の
校
舎

（
現
上
山
中
学
校
）
も
1
9
5
3
年
ま
で
米

国
民
政
府
の
庁
舎
と
し
て
、そ
の
後
は
上
山

中
学
校
の
校
舎
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
。泊
尋
常
小
学
校
も
戦
後
、
老
朽
化
に

よ
り
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
が
、一
部
は
現
在

で
も
泊
小
学
校
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
古
い
沖
縄
」
と
い
う
と
石
垣
と
赤
瓦
の
建

物
が
思
い
浮
か
び
ま
す
が
、戦
前
に
は
那
覇

を
中
心
に
レ
ト
ロ
モ
ダ
ン
な
近
代
建
築
が

並
ぶ
風
景
だ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。


